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2.当院泌尿器科における漢方方剤の
使用状況について
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現代医療は依然として西洋医学が中心であるが、これだ

けでは十分な改善が得られない症例は確実に存在し、東洋

医学に対する期待が高まっている。しかし東洋医学におい

てエピデンスが報告されだしたのは最近で、また演者らの

世代は学生時代に東洋医学に関する教育を受けておらず、

証を見ることなどが不得手で、とっつきにくい面があるこ

とも事実である。そこで演者は、 2015年から積極的に漢方

医学に関する研究会に参加して知識を得ることによって苦

手意識を払拭し、日常診療で積極的に漢方方剤を使用する

足がかりとした。これによって、漢方方剤の処方数は著明

に増加し、有効と思われる症例を複数経験することとなっ

た。対象は2013年の 10月～ 12月の3ヶ月間と 2016年10

月～ 12月の3ヶ月間における、当院泌尿器科からの漢方方

剤処方を後方視的に集計。この両期間の聞には漢方医学に

関するセミナーに数多く参加した。両期間の間での漢方方

剤処方数と内容を比較し、またいくつかの有効例を報告す

る予定である。


